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ナニージャ
「ナニージャ」は待ち時間に効く読みグスリ

発行元 徳島県立中央病院広報委員会
２０１４ ・ ６月号

私のこのような書き物の持ちネタは、「鉄道」です。

「職員とくしま」にも鉄道ネタで２回書いたし、県庁で

も有名な～知事からも、「鉄ちゃんしてる？」と言われ

る。～鉄道マニアです。もちろん全国のほとんどの鉄道

は乗ってます。

また仕事の面では、「航空」を担当し、県庁内でもそ

の点でも有名かもしれません。ＪＡＬ、ＪＡＳ、ＡＮ

Ａ、ＳＫＹの各本社を一日で回って、担当の方とマニ

アック（だいたい鉄道マニアは、航空も詳しい）な話を

したことも、今となっては（！）、楽しい思い出です。

さてここからが本題。ことあることに、公言はしてい

るのですが、私は小学３年生以来の腎炎でして、最初の

入院は１９６７年１月、もうすぐ５０年になります。

初期治療に失敗し（田中元中央病院副院長（私の何人

目かの主治医）の今年の桜眉会での言）、以後１０代は

ほとんど病院で過ごすことになりました。

大卒後２２歳で県職員になってから、２回の腎生検、

胆嚢摘出等の入院はありましたが、５０歳前まで維持量

のステロイドですんでおりました。最近はシクロスポリ

ンを飲みながら生きており、ステロイドも引き続きと

いったところで、クレアチニンは１．０前後、腎機能は

正常？です。

半世紀前の病院、と言っても徳大病院の姿ですが、そ

の頃の記憶をいくつか。

１ 無塩食

当時は無塩食が出てました。朝食は（塩分３ｇ食ま

で？）無塩パンに、イチゴジャム、リンゴジュースに何

か。ただでさえ気分も悪いなか、食べれるはずもありま

せん。

結婚後、女房が作ってくれる料理の中で食べられない

ものがあり、「何で私が作ったものを・・・」と言われ

た原因は、ほとんどこの時のものです。（ケチャップの

味がしないスパゲティ、マヨネーズ香りだけのマカロ

ニ、酢がきいていない春雨の酢の物・・・）

イチゴジャムをおいしく思うようになったのは最近で

す。

２ 絶対安静

この頃の腎臓病は、保温と安静ということで、大便以

外は、食事も寝たままでした。その後も、とにかく安静

にしろということで、小学生時代は、ほとんど寝たき

り。

その後中学は、善通寺の小児病院だったので、看護師

さんの目を盗んでは、ソフトボールやら卓球などで遊ん

でましたが、なにぶん生活の拠点がベッドですので、本

も横になって読むという生活。今、体力がないのはこの

せいだと思っています。

何よりショックなのは、現在は「乏尿期以外安静不

要」となっていることです。

３ 教授回診

当時の小児科教授は、後に学長になられた北村先生で

した。その回診時の主治医への指導の厳しさは、主治医

が真っ赤な顔になるほどに。子供心に医者も大変だなあ

と。

もっとも、当院の幹部は、「口でだけならいいじゃな

い・・・」とのことでしたが。

４ ステロイド

最初はリンデロン。３ｍｇ服用後しばらくして、ある

朝突然１リットル近くの尿が出て、その尿瓶を持ち上げ

て見たことは今でも記憶に残っております。

その後も、メドロール→プレドニゾロンとお世話に

なっており、今も維持量５ｍｇ（最低）は欠かせませ

ん。

私が元気だとかハイテンションと思われる方、それは

プレドニゾロンのおかげです。

何年か前、日量換算で１．２５ｍｇまで減らしたときが

あり、そのときは何でこれだけしんどいのだろうと感

じ、主治医（現在はお隣の徳島大学病院）に勘弁してと

泣きついたほどでした。

そのほかにも、この最初の入院のときだけ「米穀通

帳」が必要だったこと、看護師さんの夜勤が一人だった

こと、外来が木造だったことなど。その後入院した鳴門

病院は病棟も木造でした。

私の「病院、病気」ネタは、「鉄道」ネタと同じくら

い「無限」です。

「半世紀前の病院」

事務局 青山修治

京都にて 2014/5/30



いきなりコーヒーブレイク
皮膚科 敷地 孝法

「犬論」
もうすぐ暑い夏がやってくる。

そこやかしこの「公道」、犬の排泄物が夏の熱気でも

わっと舞い上がり「公道」がおしっこ臭くなるのだ。室

内犬でも室外犬でも犬は屋外を散歩させなければならな

い。さすがに今の時代、大便はお持ち帰りする人が多く

なったが、小便は暗黙の了解で「公道」ならOKだ。田舎

の堤防や山の中なら目立たないが、都市部での希少な

「公道」のあの臭いはたまらない。かつて我が家の道路

に面した花壇に放尿され花が枯れてしまったことがあり、

それ以外犬のおしっこには敏感になってしまった。

さてどうだろう。いっそのこと犬の公衆トイレでも

作ったらどうか。街のあちこちにある公園に犬用のトイ

レを作っちゃうのだ。便器は無理として限られたスペー

スに草むらやミニ電柱を作り、最先端のバイオ技術で尿

や便を濾過して最終的には肥料ができるようにする。犬

はそのするどい嗅覚で自分のトイレ場所をきちんと決め

ているんだよと反論される愛犬家もいるかもしれない。

ならばこれまた最新のアロマテラピーを駆使してどんな

ワンちゃんにも自分のトイレと間違えるような臭いを合

成してもらい犬達を1箇所に集めてしまう。犬同士の喧

嘩が絶えないかもしれないが、そこは犬のおまわりさん

に何とかしてもらいましょう。

もう一つ気が滅入るのが、ご近所さんの小型犬達にいま

だに吠えられることだ。もう最低5年はなる。住宅街の

その家の前を通るだけで家の中からガラス越しに前足を

キリキリとダッシュ回転させながらワンワンキャンキャ

ンと永遠に吠えられる。また別の犬は散歩中に自転車で

側を通ろうものなら、ウ～っと咬みかかってくる。飼い

主さんがリードを引っ張って最悪の状態は回避できてい

るものの、飼い主さんは自分チの犬をひっぱたいて躾け

ようともしない。こちらがおたくに何の危害も加えない、

むしろ友好的な善人であることを理解できないアンタ達

は悪いけどあまり頭が良くないねと考えざるを得ない。

番犬であり飼い主に忠実なんですと反論するかもし

れないが、こちらにとっては不愉快以外の何物でもな

い。

そもそも小型犬の本来なら「かわいらしさ」を売り

にするような犬が、不審者が家に侵入してきたときに

吠えてその輩が侵入をあきらめて帰る（泥棒のあの絵

です）ようなご時世か。どうせ番犬に飼うならドーベ

ルマンやシェパードのようなＳＡＴ（自衛隊でいう特

殊部隊）並みに訓練された犬を飼って欲しい。きっと

不審者は侵入するやいなや無言ダッシュで噛みつかれ

ているだろう。

いろいろと犬の悪口を書いているように思われるか

もしれないが、実は私は犬が大好きである。昔父が猟

をしていた関係でポインターという種類の猟犬を飼っ

ていた。私が中学生の時に当時としては長寿の13才で

亡くなった。そのときの悲しみがあまりにも大きかっ

たものだからそれ以来犬を飼うのは止めた。せいぜい

私を気に入ってくれている近所のコーギー犬2匹の散歩

帰りにヨーシヨーシしてあげて顔をペロペロ舐められ

る程度が一番良い。ちなみにN先生の飼っているミニ

チュアダックス（写真）は、かつて訪問したときに嬉

しがってそこらに嬉ションをしてくれたという（失礼。

掃除が大変らしいです）。そんな万人に優しい犬が良

い。それで良いではないか。

残念なことに徳島県の犬の殺処分数は全国でも有数に

多いらしい。転勤やリストラ、給与カットなどを理由

に「安楽死させてほしい」と保健所に犬を持ってくる

飼い主が多いという。持ち込まれた犬は安楽死などで

きない。窒息死なんです。

犬は大昔からヒトと共存し、飼い主を文字通り「主」

（あるじ）を尊び、従順に生きていた。なのに自分の

身勝手な理由で犬を手放そうとするヒトが実際にいる。

犬はかわいい。

本当にかわいい。

最期まで看取れないなら犬

を飼わないでほしい。真の

犬好きだから、そう思いま

す。



第
４
回

『
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
選
手
へ
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』

ミスティーの

徳島ヴォルティス応援コーナー

眼科 武田 美佐

（通称：ミスティー）

徳島ヴォルティス提供

ミ
ス
テ
ィ
ー

前
節
（
５
月
３
日

Ｆ
Ｃ
東
京
戦
）
、

ホ
ー
ム
で
の
初
勝
点
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
崎
選
手

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

勝
ち
点
が
と
れ
て
少
し
は
ほ
っ
と
し
た
の

で
は
？

高
崎
選
手

勝
ち
た
か
っ
た
の
が
本
音
で
引
き
分
け
で

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
自
分
が
決
め
て
れ

ば
勝
て
た
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

春
か
ら
ず
っ
と
見
て
き
て
チ
ー
ム
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
前
節
で
は
３
バ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
し
、
徳
島
地
元
出
身
の
佐
々
木
選
手
が
ス
タ

メ
ン
出
て
き
た
り
し
て
い
ま
す
。

高
崎
選
手

そ
う
で
す
ね
。
佐
々
木
選
手
も
ガ
ン
バ
大
阪

戦
で
の
動
き
が
よ
く
て
、
次
の
Ｆ
Ｃ
東
京
戦
で
は
ス
タ
メ

ン
で
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
選
手

が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
の
は
チ
ー
ム
と
し
て
刺
激
に
な
っ

て
い
い
と
思
い
ま
す
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

高
崎
選
手
は
昨
年
甲
府
か
ら
、
徳
島
に
移

籍
さ
れ
て
、
プ
レ
ー
オ
フ
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
も
3
節
か
ら
ず
っ
と
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
、
今
や

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
選
手
で
す
ね
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

Ｆ
Ｗ
の
選
手
は
自
分
で
点
を
決
め
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ー
ル
の
近

く
で
パ
ス
を
し
て
ボ
ー
ル
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
ど

の
チ
ー
ム
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
見
て
い
る
方
は
、
と
に
か

く
シ
ュ
ー
ト
を
打
て
ば
い
い
の
に
と
簡
単
に
考
え
て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
こ
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
か
？

高
崎
選
手

僕
た
ち
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
の
で
失
敗
は

恐
れ
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
シ
ュ
ー
ト
で
終
わ
っ
た

り
、
縦
に
し
か
け
て
み
た
り
す
る
こ
と
で
分
か
っ
て
く
る

部
分
が
で
て
く
る
の
で
。
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と
前
に
む

か
っ
て
プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
し
て
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

高
崎
選
手
は
Ｆ
Ｗ
で
す
が
、
か
な
り
下

が
っ
て
守
備
に
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
運
動
量
す

ご
い
で
す
ね
。
（
え
っ
、
何
で
こ
こ
に
い
る
の
っ
て
感
じ
）

高
崎
選
手

Ｊ
１
の
選
手
は
攻
撃
力
が
高
い
の
で
、
そ
の

攻
撃
の
第
一
歩
を
摘
む
よ
う
に
す
る
の
が
チ
ー
ム
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
す
し
。
そ
こ
で
奪
っ
た
ら
最
前
線
ま
で
駆
け
上

が
ら
な
い
と
い
け
な
い
で
す
し
ね
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

第
10
節
の
甲
府
戦
で
甲
府
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
暖
か
く
高
崎
選
手
に
エ
ー
ル
送
っ
て
い
た
の
が
、
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

高
崎
選
手

う
れ
し
い
で
す
ね
。
甲
府
は
1
年
間
だ
け
で

す
け
ど
、
濃
い
内
容
の
サ
ッ
カ
ー
生
活
で
し
た
し
サ
ポ
ー

タ
ー
も
地
域
密
着
で
温
か
い
人
ば
か
り
で
し
た
ね
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

今
度
は
7
月
に
レ
ッ
ズ
戦
が
あ
り
ま

す
が
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

高
崎
選
手

そ
う
で
す
ね
。
古
巣
で
す
し
。
個
の
レ

ベ
ル
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の
で
、
そ
こ
に
挑
ん
で
い

く
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

サ
ッ
カ
ー
選
手
は
国
内
も
国
外
問
わ

ず
移
籍
が
多
い
で
す
ね
。
覚
え
る
の
が
大
変
で
す
。

高
崎
選
手

本
音
は
一
つ
の
チ
ー
ム
で
長
く
や
れ
る

の
が
い
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
自
分
の
レ
ベ
ル
に
あ

わ
な
か
っ
た
り
、
も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
か
、

環
境
を
変
え
て
み
た
い
と
か
、
い
ろ
ん
な
理
由
は
あ

り
ま
す
。
で
も
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
つ
な
が
り
は
あ

る
の
で
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
い
も
の
で
す
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

サ
ッ
カ
ー
と
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、

ず
っ
と
関
東
に
い
て
、
四
国
は
は
じ
め
て
だ
と
思
い

ま
す
が
、
徳
島
は
ど
ん
な
印
象
で
す
か
？

高
崎
選
手

サ
ッ
カ
ー
に
集
中
で
き
る
と
こ
ろ
で
す

ね
。
の
ん
び
り
し
た
生
活
が
出
来
る
こ
と
が
い
い
で

す
ね

ミ
ス
テ
ィ
ー

お
寿
司
が
好
き
と
お
伺
い
し
ま
し
た

け
ど
・
・
・

高
崎
選
手

ま
だ
、
目
の
前
で
握
っ
て
く
れ
る
と
こ

に
は
い
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。
今
調
査
中
で
す
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

好
き
な
ネ
タ
は
？

高
崎
選
手

貝
類
で
す
ね
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
？

高
崎
選
手

Ｊ
１
で
や

れ
る
喜
び
で
す
ね
。
Ｊ

２
に
比
べ
て
た
く
さ
ん

の
人
に
み
ら
れ
る
の
で
、

恥
じ
な
い
プ
レ
ー
を
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
い
で
す
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

お
互
い
地
方
の
甲
府
と
徳
島
で
す
が
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
雰
囲
気
と
か
ま
わ
り
の
環
境
と
か
違
い

は
あ
り
ま
す
か
？

高
崎
選
手

甲
府
は
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
思
い
が
強
い

と
思
い
ま
し
た
。
小
さ
い
子
か
ら
高
齢
の
方
も
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
ス
タ
ジ
ア
ム
に
来
て
く
れ
る
し
、

ゴ
ー
ル
裏
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
徳
島
の
方
も
、
徳
島
に

Ｊ
１
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
、
も
っ
と
友
達
を

誘
っ
て
見
に
来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

赤
貝
と
か
ツ
ブ
貝
と
か
。

ミ
ス
テ
ィ
ー

徳
島
は
魚

介
類
は
お
い
し
い
で
す

よ
。
是
非
ト
ラ
イ
し
て

下
さ
い

と
て
も
ソ
フ
ト
な
印
象

の
高
崎
選
手
、
後
半
も

応
援
し
て
い
ま
す
！

188ｃｍ 28歳

13 高崎寛之

ＦＷ

昨年ヴァンフォーレ

甲府より移籍し、初

のＪ１昇格に貢献し

た大型ＦＷ。長身と

抜群のボティバランス

を活かしたポストプ

レーでチャンスメイク

するだけでなく、自ら

も果敢にゴールを狙

う

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
ミ
ス
テ
ィ
ー
で
す
。

今
回
は
、
昨
年
、
徳
島
ヴ
ォ
ル
デ
ィ
ス
に
加
入
し
、
大
活
躍
中
の
高
崎
寛
之
選
手
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
ま
し
た
。



「良い医者」の条件

臨床研修医２年目 石谷 圭佑

医療ドラマは数多く放送されているが、主人公は決

まって「良い医者」である。これから「良い医者」を

目指すためには何が必要なのか、そのような主人公た

ちに共通するのは何なのか考えてみたい。

①技術がすごい

「良い医者」は全身状態が悪かろうが、癌が転移し

ていようがお構いなし。誰もが手を出せないもの、手

術では治らないものでも圧倒的な技術力で切って治し

てしまう。患者さんのことを第一に考え、難易度がど

んなに高くても患者さんに対して侵襲の低い術式を選

択する。しかしながら当然、術後の合併症もなく患者

さんは元気に退院していく。

②患者さんとの距離が近い

患者さんも人である以上、様々なことで悩みを抱え

ていることも多い。病気のことはもちろんだが、「良

い医者」は患者さんが望んでいなくても、患者さんが

抱える人間関係などの医療とは関係のない悩みにも鋭

くメスを入れる。一度は患者さんに怪訝な顔をされ煙

たがられるが、最後には問題を解決し患者さんから泣

いて喜ばれる。

③医局ではアウトロー

技術がありすぎるからか、患者さんを想いすぎるからか

治療方針などで医局員とぶつかることは多い。時には教授

に対立しても自分を貫く。同様に教授に対立した医局員は

どこかへ飛ばされるのだが、「良い医者」は強運も持ち合

わせており、逆に教授を失墜させることすらある。

④過去に何かを抱えている

「良い医者」は過去に過ちを犯した、身近な人を亡くした

などあまり言いたがらない過去を抱えている。そのトラウ

マを原動力に、とてつもない力を発揮し、奇跡を呼び込む

ことができる。

⑤やたら屋上に行きたがる

重要な手術の前や、長時間の手術が終わった後、「良い

医者」が行くのは医局ではなく決まって屋上。病院の安全

管理に疑問を持つことなく、時に誰かと手術の成功を祝っ

たり、時に一人で自己満足したりしている。

⑥寝なくて大丈夫

朝から夕方まで手術、夕方からは患者さんのために働き、

夜中は緊急手術。次の日も朝から手術。1日2日寝ていなく

ても患者さんのためなら、と不眠不休で働く。「良い医

者」は底なしの体力が必要だ。

以上、簡単に「良い医者」の共通点を挙げたが、「良い医

者」になるにはまだまだ努力が必要である。

5月12日は何の日かご存知でしょうか？近代看護

を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日で

す。その日にちなんで旧厚生省により「看護の日」

が1990年に制定されました。中央病院でも毎年、看

護の心・ケアの心・助け合いの心を分かち合うため

に、新人看護師が中心となり看護の日のイベントを

しています。

今年は「看護は元気

をリレーする。」と

いうキャッチコピー

のもと、私たち看護

師がどんな仕事をし

ているのかを知って

もらうために、写真

を交えて提示させて
いただきました。他にも「忘れられない看護エピ

ソード」を展示させていただきました。

オープニングでは、保育所の子どもたちが一生懸

命練習した歌やダンスを元気いっぱい披露してくだ

さり、元気がリレーしたような気持ちになりました。

その後は、井上看護師に

よるピアノ演奏を聴いても

らいながら、絵葉書コー

ナーで自分なりの絵葉書作

成、身体測定・血圧測定・

健康相談をさせていただき

ました。血圧の値を気にし

ている方は多くいらっ

しゃったのですが、

BMI（肥満度を測るため

の国際的な指標）のこと

を知っている方が少なく、

自分のBMIを初めて知り、

値に驚いたり、これから

気を付けようと思ったり

してくださる方がたくさ

んいらっしゃいました。

看護の日のイベントでは看

護の心を伝えられたと思い

ます。このイベントをきっ

かけに自分の健康に関心を

持ち、いつまでも元気で過

ごしてもらえればいいなあ

と心の底から感じました。

来年も皆様の参加をお待ち

しております。

８階南病棟 酒井 桜



内・観・瞑・想・体・験・記
その２

～どうしたら幸せになれますか？～

ロバートの自転車旅行記１４

事務局 環 隆志

■朝５：３０集合。まずはお寺の掃除をする。座禅
の前の奉仕活動、これは基本である。参加者は１０人
ぐらい。掃除が終わると、皆でお堂に座布団をしいて
胡坐を組み準備に入る。足の組み方を隣の人が親切に

教えてくれた。
電気が消され、目をつむる。
場がしんと静まり返る。線香
のかすかな灯りと香り。鐘の
合図とともに、１時間の瞑想

が始まった。

◇安倍首相もブログを寄稿す
るアメリカで急速に台頭中の
リベラル系ネットメディア、
The Huffington Post の創設
者アリアナ・ハフィントン。
彼女は10代の頃から１日30
分の瞑想をかかさない。来日

の際も、真っ先に京都のお寺

で座禅をしたと言う。一方Googleでは、社員教育の
コースに瞑想を取り入れている。その名も「Search 
Inside Yourself（心の中を検索しよう）」。これら
メディアによる啓蒙もあり、アメリカでは瞑想がビ
ジネス界の大きなトレンドになっている。キーワー

ドは“マインドフルネス（気づき）”。

■２年前に北陸に行って以来、瞑想を中々実践する機
会がなかったが、徳島市内に座禅が出来るお寺を発見
し、意を決して早朝座禅に参加した。
どうやって見つけたかって？
Googleで検索した！

■…寺の外の虫の鳴き声が聞こえてくる。始まってか
らしばらく経ち、気持ちが落ち着いてくる。まず手の
ひら、腕、そして足と、体の感覚を体の内側から見て
いく。慣れてくれば本当に「見る」ように感覚が感じ
とれるようになる。そして体の感覚を「見る」とき、
そこに緊張があることに気づくのだ。気づいたとき、
それは消える。

■人が不安や恐怖、あるいは
絶望といった苦しみを感じる
とき、普通その原因は、自分
の外にある何かだと考える。
例えば憎いあいつ、お金がな
いこと、自分を病気にした何
かの原因etc。しかし本当はそ

うではない。

■10数人がいるのに、お堂は全くの静寂に包まれてい
る。皆の集中に共鳴して自分も集中できる感じ。その
うちとても気持ちが良くなってくる。体のスキャンが
終わったら、次は呼吸を見ていく。これが座禅の伝統
的な手法である。

◇個人のパフォーマンスを高めるために瞑想を行う
アメリカのビジネスリーダー達。そういった人々の間
で、日本は「マインドフルネスが文化に根付いた国」
と言われている。座禅や茶道、竜安寺石庭を始めとし
た抽象度の高い文化の数々。当の日本人は忘れかけて
いるが…。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
座禅と瞑想に関するお薦めの本を紹介します。

苦しみが心に生じるものである限り、それを作り出し
ているのは心そのもの、心の中の思考の働きである。

座禅で、なぜ体の感覚や、呼吸を見るのが重要なのだ
ろうか？ それは、体の感覚を感じている限り、思考
は止まっているから。その時、心の中に苦しみはない
。そして呼吸すなわち「息」という字をよく見てほし

い。それは「自らの心」なのである。

誰もが「怒りの種」をもっている。

それは「思いやり」に変えられる。

怒りを和らげ、幸福になるための

「気づき」の呼吸・歩行・瞑想

『怒り（心の炎の静め方）』

ティク・ナット・ハン 著

苦しみを手放す方法とは、心の青

空に気がつくこと。

『青空としてのわたし』

山下 良道 著
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「
モ
ラ
エ
ス
の
こ
と
」

眉
山
ふ
も
と
の
新
町
小
学
校
の
校
門
が
あ
る

東
山
手
町
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
モ
ラ
エ
ス
の

胸
像
が
あ
る
。
春
に
は
き
れ
い
な
桜
が
見
ら

れ
る
通
り
で
あ
る
。
胸
像
は
も
と
も
と
伊
賀

町
三
丁
目
の
、
モ
ラ
エ
ス
が
生
前
に
住
ん
で

い
た
場
所
に
あ
っ
た
が
、
数
年
前
に
宅
地
造

成
で
い
ま
の
場
所
に
移
転
し
た
。

ヴ
ェ
ン
セ
ス
ラ
ウ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
出
身
で
、
神
戸
の
総

領
事
を
辞
し
、
一
九
一
二
年
徳
島
出
身
の
ヨ

ネ
の
元
へ
や
っ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
終
の
棲
家
（
つ
い

の
す
み
か
）
と
な
っ
た
長
屋
は
、
眉
山
の
紅

葉
が
一
番
き
れ
い
に
見
え
る
場
所
を
、
と
モ

ラ
エ
ス
が
探
し
て
伊
賀
町
三
丁
目
（
現
・
徳

島
逓
信
病
院
駐
車
場
前
）
に
決
め
た
ら
し
い
。

こ
れ
は
、
私
が
三
十
年
ほ
ど
前
に
、
近
所
の

古
老
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
。
今
は
、
眉
山

に
背
を
向
け
て
い
る
胸
像
で
あ
る
が
、
紅
葉

で
は
な
く
、
春
に
は
桜
吹
雪
に
包
ま
れ
る
。

昨
年
３
月
に
、
旅
行
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
に

行
っ
た
折
、
リ
ス
ボ
ン
の
港
で
小
石
を
拾
っ

て
き
た
。
そ
し
て
阿
波
踊
会
館
横
の
潮
音
寺

に
あ
る
モ
ラ
エ
ス
の
お
墓
に
、
そ
の
小
石
を

置
い
た
。

晩
年
、
夢
見
た
ふ
る
さ
と
の
リ
ス
ボ
ン
の

小
石
に
、
モ
ラ
エ
ス
の
魂
は
い
く
ら
か
慰

め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
モ
ラ
エ
ス
を

テ
ー
マ
に
し
た
新
田
次
郎
・
藤
原
正
彦

（
息
子
）
の
著
書
「
孤
愁
」
に
、
こ
う
い

う
心
情
が
サ
ウ
ダ
ー
デ
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。ち

な
み
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
西
端
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ロ
カ
岬
に
通
じ
る
山
道
に

は
、
立
派
な
松
の
木
が
た
く
さ
ん
生
え
て

い
た
。
大
航
海
時
代
に
は
、
こ
の
松
で
船

を
建
造
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
大
西

洋
へ
と
乗
り
出
し
て
い
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ロ
カ
岬
に
立
っ
て
大
西
洋
を
眺
め

る
と
、
ニ
ッ
ポ
ン
は
い
か
に
も
、
い
か
に

も
遠
い
。
が
、
松
林
の
景
色
は
み
ょ
う
に

日
本
風
で
あ
っ
た
。

（
追
記
）
伊
賀
町
三
丁
目
に
あ
る
狭
い

墓
地
に
、
も
と
阿
波
藩
の
お
抱
え
絵
師
・

守
住
貫
魚
（
も
り
ず
み

つ
ら
な
）
の
お

墓
が
あ
る
。
徳
島
の
美
術
史
に
興
味
の
あ

る
方
は
名
前
を
ご
存
じ
か
と
思
う
。
し
か

し
墓
は
小
さ
く
手
入
れ
も
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
最
近
で
も
時
々
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
作

品
と
名
前
を
見
か
け
る
割
に
、
誰
の
墓
参

も
な
い
様
子
。
そ
の
墓
に
は
、
「
帝
室
技

芸
員

守
住
貫
魚
」
と
そ
の
妻
の
名
前
が

彫
っ
て
あ
る
。
墓
の
場
所
を
知
っ
て
い
る

の
は
、
近
所
で
は
た
ぶ
ん
私
く
ら
い
で
あ

ろ
う
。

ご意見箱（皆様方からいただいたご意見にお答えするコーナーです）

病衣を病院側で準備してくだされば、入院時の荷物が少なくなりま

す。よろしくお願いします。

ご意見有難うございます。現在導入にむけて調整しております。

トイレに診察ファイルを置くスペースがほしい。

ご意見有り難うございます。現在２階外来検査室周辺のトイレに

は設置しておりますが、さらに設置するよう計画中です。

【編集後記】

基本的に恋愛バラエティー番組には興

味を持たない人間である。過去に放送さ

れたラブワゴンというワンボックスカー

で世界中を走りまわり、翌日のクラス内

での話題を独占したあの「あいのり」で

すら、私にとっては「猫に小判」、「犬

に論語」。オープニングソングの「はじ

まりの場所（ゆず）」を聞いて、入力切

替→ゲーム開始となる。

そんな私がこの歳になって「テラスハ

ウス」というあいのりの二番煎じのよう

な恋愛バラエティー（恋愛だけではない

が）に不覚にもハマってしまった。

ただし、着眼点はあの子とこの子が

くっつきそうとか、気まずいとか恋愛事

情にはまったく興味はなく、「番組で使

用している車のグレードが下がった。ト

○タ（スポンサー）が力をいれてくれな

くなったのではないか」「とんでもない

やつだが、いなくなると数字が下がる

なぁ」など、運営側の視点で根も葉もな

い独り言をテレビの前でつぶやくように

なった。あえてツッコミどころを作り老

若男女を魅了させる「テラスハウス」･･･

恐るべし！！

ナニージャ編集委員 有馬 信夫医療秘書一同
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